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研究発表

（１） 学会誌等 （発 表 者 名、 テ ー マ 名、 学 会 誌名、 巻 号、
年月 同）

① Ｔａｋ・ｂａｙａｓｈｉ Ｙ．
他 ６ 名

Ａ㎎ｉ・ 脚 ・ｓｉｓ ｉ姻 ・・１㎝ ｈｙｐ・ｒｐ１・ｓｔｉｃ ｐ・
１ｙｐ・

Ｃａｎｃｅｒ Ｌｅｔｔ． ２００５ ２１
８ ； ２２３－８

．

② Ｔａｋｅｂａｙａｓ航 Ｙ． 他 ６ 名

Ｔｈｅ ｒｏ１ｅ ｏｆ ｔｈｙ㎜ｉｄｉｎｅ ｐｈｏｓｐｈｏκｙ１ａｓｅ，

ｉｎ ｔｕ醐ｏｒ Ｐｒｏｇｒｅｓｓ
ｉｏｎ．

Ｃａｎｃｅｒ Ｓｃｉ．
２００４ ９５ （１１）… ８５１－７、

ａｎ ａΩｇｉＯｇｅｎｉＣ ｅｒｉＺｙ㎜ｅ，

③ ０ｇａｗａ ｋ．
他 １７ 名

Ｅ・ｐｒｅ・・ｉ ㎝ ・ｆ ・・ｐＰ・ｒ
－ｔ・… ｐ・ｒｔｉ ㎎ Ｐ

－ｔｙｐθ ・ｄ・Ω・・
ｉｎ・

並ｉ曲ｏ・ｐｈ・ｔ… （ＡＴＰ７Ｂ） ｉｎ ｂ㎜・ｎ ｂ・ｐ・ｔ㏄・１１ｕｌａｒ ・・ｒ・ｉｎ ㎝・・

Ａｎｔｉｃａ瓜ｃｅｒ Ｒｅｓ． ２００４ ２
４ ： １０４５－８

．

④ ０ｇａｗａ Ｋ． 他 １１
名

Ｐｒｏｇｎｏｓｔｉｃ ｖａｌｕｅ ｏｆ ｔ
ｈｅ Ｃｕ－ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ ＡＴＰａｓｅ ｉΩ

。ｖ．ｒｉ．ｎ ・・ｒ・ｉｎ ㎝ ・ ｐａｔｉ ㎝ ｔ・ 蝸 ｃ・
ｉ・ｉ ㎎ ・ｉ・ｐ１・ｔｉ ｒ ｂ… ｄ

ｃｈｅ繍ｏｔｈｅｒａｐｙ．

Ｃｌｉｎ Ｃａｎｃｅｒ Ｒｅｓ． ２００４ １０
： ２８０４－１１

．

⑤ Ｏｇａｗａ 汰．
他 ７ 名

Ｔｈｙ㎜ｉｄｉｎ・ ｐｈ・・ｐｈ・ｒｙ１・・… ｐｒ… ｉ ㎝ ｉｎ ｇ・・ む
ｉ… ｒ・ｉｎ ㎝ ・ ａ・ ・

ｍａｒｋｅｒ ｆｏｒ ｍｅｔａｓ１二ａｓｉｓ

ＡΩｔｉｃａΩｃｅｒ Ｒｅｓ．
２００３ ２３ ： ５０１１－１攻．

⑥ 小川健治 他９名

Ｔｓ－！／Ｃ㎜Ｐ併用療法が奏功した腹部大動脈周囲リンパ節転移陽性胃癌

の １ 例

癌 と 化 学 療 法 ２００４ ３１（１２）： ２０２１－４．



（２） 口頭発表 （発表者名、 テーマ名、 学会 等名、 年月 冒）

① 小川健治 他１０名

胃癌 組 織 に お け る ＡＴＰ７Ｂ 遺 伝 子 の発 現 に 関 する 検 討

第 １０２ 回 目 本 外 科 学 会 定期 学 術集 会
， ２２０２． ４

② 小川 健治 他７名

胃 癌 に お ける ＡＴＰ７Ｂ の 発 現 と 予後 に つ い て の検 討

第 ７５ 回 目 本 胃 癌 学 会 総 会， ２００３． ２

③ 小川 健治 他８名

ヒ ト 固 形 腫 瘍 に お け る Ｃｏｐｐｅｒ一 腕 狐ｓｐｃむｔｉ㎎ Ｐ－ｔｙｐｅ Ａｄ㎝ｃｓｉｎ・

Ｔｈ 曲ｏｓｐｈａｔａｓｅ （ＡＴＰ７Ｂ） の 発 現

第 五０３ 回 冒 本 外 科 学 会 定期 学術 集 会
，
２００３． ６

④ 小川 健治 他８名

食道 癌 にお ける 舶Ｒ２， ｐ５３ 発 現 の 関 連 につ い て

第 ５８ 回周 本 消化 器 殊 科 学会 総 会， ２００３． ７

⑤ 小川健治 他９名

核酸代謝酵素発現から大腸癌術後補助化学療法の効果予測は可能か？

第 １０４ 回 目 本 殊 科 学 会 定期 学 術 集 会， ２００雀． ４

⑥ 小川健治 他８名

食道癌における 朋Ｒ２発現の検討

第 ５９ 回 貝 本 消 化 器 殊科 学 会 定 期 学 術集 会， ２００４． ７

⑦ 小州健治 他８名

５－ＦＵ 代 謝 酵 素 発 現 によ る ＤｕｋｅｓＣ 大 腸 癌 補 助 化 学 療 法 の 効果 予 測

一 ＵＦＴ 投 与 例 の 検 討 一

第 ５９ 回 目 本 消 化 器 外 科 学 会 定期 学 術 集 会， ２００４． ７



研究成果 による工業 所用 権の出願 ・取得状 況

特記事項なし

研究成果

本研究会における主要な成果は、 以下の論文に発表 している （別刷りおよ

び概要を参照）

概 要

消化器癌において化学療法は外科療法、 放射線療法とならび重要な治療法の

一 つ で ある。

そ ご で本 研 究 課題 に お い て 以 下以 下の 結 果 を 得 た。

（１） シス プラ チ ン お よ び ５ 珊 標 的 分 子 の 卵 巣 癌、 食 道 癌、 胃 癌、 大 腸 癌 に

お け る発 現 の 検 討 ； シス プ ラ チ ン の標 的 分 子 と して トラ ンス ポ ータ で あ る

ＡＴＰ７Ｂ（Ｃｏｐｐｅｒ－Ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ Ｐ－ｔｙｐｅ Ａｄｅｎｏｓｉ恥ｅＴｒｉｐｈｏｓｐｈａｔａｓｅ）、

ＭＲＰ（Ｍｕ１廿ｄｒ㎎ Ｒｅｓｉｓｔａ㏄ｅ Ｐｒｏｔｅｉｎ）２、 ヌ ク レ オ チ ド 除 去 修 復 機 構 を 構 成 す

る ＸＰＧ
，
ＸＰＦ， ５“Ｕ の 標 的 分 子 で あ る、 ＴＰ（ｔｈｙ邊日ｉｄｉ鵬

ｐｈ・・ｐｈ・ｒｙ１… ），
ＤＰＤ（ｄｉｈｙｄｒ・ｐｙ・ｉｍｉｄｉｎ・ ｄ・ｈｙ・・ｇ・ｎ… ），

ＴＳ（ 伽 洲 ｙ１就・

ｓｙｎ曲ｅｓｉｓ） の 発 現 を ＲＴ－ＰＣＲ 法 お よ び 免 疫 染 色 法 に よ り 検 討 し た。 い
ず れ の

標的分子も正常組織と比較 して強発現していた。 原発巣と比較して転移巣で

発 現 が増 強 して い た 標 的 分 子 は ＴＰ お よ び ＴＳ で あっ た。

（２）遺伝子導入細胞マウス可移 樹生細胞を用いた、 原発巣と転移巣における薬

剤感受性に関する検討：上記標的分子を遺伝し導入した細胞牽数種類作成し

肺 お よ び 肝 転 移 に 関 して 検 討 を 行 っ た。 そ の
結 果、
転 移 巣 に お い て、

標 的 分 子 の発 現 の 増 強 は 認 め ら れ な か っ た。

以上の結果より、 原発巣の標的分子の発現より転移巣の発現を推測するこ

と は 困 難 で あ り、 実 際 の 臨 床 に お い て は、 転 移 巣 の 標 的 分 子 の プ ロ フ ァイ リ

ング を 詳 細 に 行 う こ と が 重 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た。


